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（4） Ulrich Kinzler, Rechtliche Arugumentationsfiguren in der Nikomachischen 
Ethik- Gerechtgkeit des Rechts als minimales, starkes Konzept - , S. 21ff.
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（5） Alexy, Begriff und Geltung des Rdchts, 1992, S. 139ff. なお、増田豊『規範論
による責任刑法の再構築』（勁草書房・2009 年）601 頁以下、660 頁参照。N.s. 
Ulrich Kinzler, a. a. O., S. 68ff. 
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（9） Ulrich Kinzler, a. a. O., S. 95ff.
（10） 彼の主著である「美徳なき時代（After Virtue）」（篠崎榮訳『美徳なき時代』［み
すず書房・1993 年 ]）の本文第一章において論じられている。
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（11） Ulrich Kinzler, a. a. O., S. 102ff. また、この書のようなニコマコス倫理における
法的論証図式を確認しようとする研究がなされていること自体が、アリストテレ
スの正義論にへの回帰が見て取れるといえよう。 
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（16） 増田豊、前掲『規範論による責任刑法の再構築』626 頁。 
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（18）  アリストテレス（高田三郎訳）『ニコマコス倫理学（上）』（岩波文庫・1971 年）
240 頁。
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ている（19）。確かに、正義論の復興に寄与したジョン･ロールズも
カント的正義論に属するものではあるが、それが本来的でないこと
は、アリストテレス以前に、ソクラテスからして、害に対して害を
加えることを正義としていないということからも見て取れる（20）。
　こうしたところからすれば、刑罰を科すことの最低限の正統化根
拠としての応報およびその背後にあるカント的な義務論的正義論モ
デルをこえて、ある種そのメタ正義論として、アリストテレス的な
正義論を活用すべきように思われる。そして、それは単に、法の否
定の否定を正統化するものではなく、そうした論理のあとに、より
善であって幸福に結びつけることを志向する正義論であることがう
かがわれるのであり、実質的な匡正（修復）を目的とする正義論で
あることが求められるのである。そこに、修復的正義論が、刑法
（およびそれに刑罰制度）の正統化根拠として活用される余地が
あるのである。このような正義論に裏付けられるからこそ、不法・
責任を根拠とした刑罰が（カント的正義論から）正統化されるもの
の、全体的な意味で匡正目的へ向かう（アリストテレス的な）修復
的正義論が機能し、刑罰的には不処罰方向へと具体的な配慮がなさ
れ、具体的に妥当な、正義にかなった刑法（刑罰制度）が適用され
ることになるのである。その意味で、同じ刑法の提供を受けた足し
ても、同一の犯罪に対する具体的対応が異なることが正統化される
のである。
おわりに
　以上、刑法（それによる刑罰制度）を正統化する根拠としての刑
罰論として、カント的義務論的正義論と、アリストテレス的目的論
（19）  デュルケーム（田原音和訳）『社会分業論―現代社会学大系２―』（青木書店・
2005 年〈復刻版〉）92 頁以下。
（20）  田中享英「ソクラテスの正義とわれわれの幸福」哲学会編『正義と幸福』（有
斐閣・1994 年）１頁以下参照。
的正義論が、刑罰の正統化場面が異なって機能するということを論
じてきた。そして、そのアリストテレス的正義論は、修復的正義論
という形で刑罰縮小的にこそ機能しうるのであって、加害者・被害
者・コミュニティで生じた害を具体的に匡正するといった目的に即
した正義を求めるものであるから、たとえ他の犯罪行為に対する処
遇と相違が生じたとしても、それこそ正義にかなったものというこ
とができることになる。
　今後は、さらにソクラテスの正義論からアリストテレスの正義論
への遷り代わりを追っていった上で、そこにどのような変化があ
り、現在の修復的正義との関係をみることができるのかについて検
討していかねばならない。その上で、カント以降にある種前提とさ
れていた義務論的正義論や応報こそ正義（「法の否定」の否定こそ
正義だとする考え方）について幅広い批判的検討がなされなければ
ならない。
※本稿は平成28年度札幌大学研究助成（個人研究）による研究成果の一
部である。
